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日頃よりスポーツ推進委員会の活動に多大なるご理解とご協力をいただき皆様に心より感謝申
し上げます。
令和６年４月にスポーツ推進委員会会長に就任しました大島直人です。
会長に就任してまだまだ至らない点もあると思いますが、各委員のお力をお借りしながら精進

いたします。
当委員会としては令和６年度新たに３名の方が仲間に加わり、令和７年度も委員会にて協議・

検討しながら委員会活動を行いたいと思います。
令和６年度の活動としては昨年度同様、予定していた全ての事業を開催できました。10月の

「ニュースポーツ交流会」では調布市の姉妹都市である長野県木島平村スポーツ推進委員会の皆
様にもお越しいただき、初めて上位トーナメント戦を行うなど盛大に開催できました。ご参加・
ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
令和７年７月には、三鷹市、武蔵野市のスポーツ推進委員会の方々を招き「三市交流会」を幹

事市として開催いたします。
例年、各市の特色があり楽しい交流会ですので、幹事市として三鷹市、武蔵野市の皆様に楽し

んでいただけるようなプログラムを企画したいと思います。
新年度も引き続き調布市スポーツ推進委員会の活動に地域の皆様のご理解、ご協力をよろしく

お願いいたします。
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調布市は4月1日に
市制施行70周年を迎えます。

東京都スポーツ推進協議会功労者表彰

長きに亘り地域スポーツ振興に
ご尽力いただいている方を表彰す
る「功労者表彰」において、令和
６年度は、大島 直人会長が表彰
されました。



木島平村研修
６
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６月15日（土）〜16日（日）、調布市の姉妹都市で
ある長野県木島平村に宿泊研修に行ってきました。
１日目は、調布市スポーツ推進委員会が普及に力を

入れている「スポーツ鬼ごっこ」の審判講習と、調布
市発のニュースポーツ（名称はまだ未定です）の作成
を目指し、ルール作りにチャレンジしました。完成に
はまだまだ時間がかかりそうですが、机上で考えた
ルールを実際に身体を動かすことでブラッシュアップ
できました。
そして、夜は木島平村のスポーツ推進委員の皆さん

との懇親会を開催し、交流を深めました。
２日目は村民スポーツフェスティバルに参加しまし

た。「ソフトボール」、「ふらばーるバレー」、「マ
レットゴルフ」の３種目に分かれて出場しました。時
季柄、梅雨入りも心配されましたが、絶好の天候に恵
まれた２日間でした。

text:加藤 輝行

ニュースポーツ交流会
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10月27日（日）に武蔵野の森総合スポーツプラザ
サブアリーナにて、大人を対象とした「ニュース
ポーツ交流会」を開催しました。令和６年度の大会
も例年に続き大人気の「ふらばーるバレー」。調布
市スポーツ推進委員会が普及に力を入れている
ニュースポーツの一つです。
今回は市内各地域から30チームの参加がありまし

た。勝利を目指して熱戦が繰り広げられたコートや、
楽しそうに笑顔でプレーするコートなど様々、会場
全体が大いに盛り上がりました。例年参加している
チームもたくさんあり、参加者同士の交流が深まる
こともこの大会の魅力の一つです。
会場の熱が冷めやまぬ中、あっという間に楽しい

時間は過ぎ閉会となりましたが、参加者からも「楽
しかった」「来年もまた絶対参加します！」などの
お声をいただきました。
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6月 8日 スポーツ鬼ごっこ 飛田給小

9月19日 ボッチャ 飛田給小

2月17日 ボッチャ 第一小

ニュースポーツをやってみたい
学校や施設の方は、地区担当の
スポーツ推進委員またはスポーツ
振興課までご相談ください。

text:小林 雅人
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11月９日（土）13時から16時、調布市総合体育館にて
障害当事者の方に楽しみながら身体を動かしていただく
ことを目的にイベントを行いました。スポーツ推進委員
会として第２回目の試みになります。第１回目と同様に
参加者の安全と笑顔を最優先にし、「調布市障害者ス
ポーツの振興における協議体」とも連携をしながら、調
布市スポーツ協会、東京都障害者スポーツ協会、調和Ｓ
ＨＣ倶楽部、東京都理学療法士協会などの協力のもと実
施しました。
広報にあたっては、障害福祉課を通じて市内福祉作業

所をはじめとする福祉関係施設・団体へイベントチラシ
を配布し、事前申し込み不要で入退場自由としました。
イベント当日、参加者は受付でチャレンジカードを受

け取り入場し、会場内のゲームに参加した方はチャレン
ジカードにシールを貼って、参加したことへの達成感を
感じていただきました。
全ゲームを制覇する人、同じゲームを何度も楽しむ人、

いろいろな形でそれぞれのペースでイベントを楽しんで
もらえたと思います。
今後も継続してイベントが開催できるように、楽しみ

ながら参加できるイベントにしていく予定です。

協力事業

・調布市福祉まつり
・遊ing
・調布市パラスポーツ体験会
・調布市民駅伝競走大会
・調布市学童ドッヂビー大会 etc...
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各学校や施設・地域からの要望があっ
た際には、スポーツ推進委員が直接お伺
いし、ニュースポーツのルールや技術を
レクチャーしています。

出張ニュースポーツ！スポーツ推進委員の

令和６年度実績

障害当事者の運動機会創出事業

からだをうごかすぞう
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小学生ドッヂビー大会
２
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text:平田 彰

令和６年度も市内20の小学校から約700名の子どもたちが参加し、武蔵野の森総合スポーツプ
ラザメインアリーナを舞台に熱戦が繰り広げられました。
学童クラブや小学校のクラブチーム、児童館などでディスクに触れる機会が多い子どももあ

り、午前の低学年、午後の高学年とも例年に増してレベルの高い大会となりました。
チーム内で指示を出し合い、仲間のプレーを励ましあい、子どもたちの元気な声が４面のコー
トのあちこちから響いてきました。
スタンドからは保護者の方たちの大声援もあり、試合終了のホイッスルが聞こえないほどの

盛り上がりでした。
一度に２人をアウトにするスロー、崖っぷち状態でのスーパーキャッチ、終了間際の大逆転

など、ドッヂビーの競技としての面白さが随所に見られました。
また真剣勝負でありながら、スポーツ本来の目的である「楽しむ」ことができた子どもも多

かったようです。
調布市の“ソウル・スポーツ”としてドッヂビーはしっかり根付いたように思われます。
この大会に向けて各小学校からは実行委員の方々が選ばれ、11・12月の実行委員会での協議

や各地域での審判練習など多くの時間と労力を割いていただきました。当日もスポーツ推進委
員とともに会場設営や受付、審判など多方面で活躍いただきました。
また各参加チームの監督、コーチをはじめとした保護者の皆様のご協力のお陰で、スムーズ

な大会運営ができました。改めてこの大会に関わったすべての皆様に御礼申し上げます。

調布市スポーツ振興課公式Ｘ
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調布市のスポーツ情報に加え、
スポーツ推進委員の活動もＸに
て発信中！
@ChofuSportsInfo


